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   平成 29年７月までの「まめんなかえ師範塾」修了生のうち、同意の得られた６名を研究協力
者とし、データ収集を行った。 
２）調査期間：平成 29年11月 26日～平成 30年１月 30日 
３）調査方法：インタビューガイドを用いた半構成的個人インタビューによる面接調査 
４）調査内容： 
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ビューを行った。 
５）分析方法 










































 年齢 性別 修了期 
Ａさん 60歳代 女性 ５期 
Ｂさん 60歳代 男性 １期 
Ｃさん 60歳代 女性 １期 
Ｄさん 60歳代 女性 １期 
Ｅさん 60歳代 女性 ５期 
Ｆさん 50歳代 女性 １期 
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【考察と課題】 
 本稿では、「まめんなかえ師範塾」修了生のうち、継続して複数回「まちの保健室」のボランティ
アに参加している者に対して行ったインタビュー結果から、「活動のやりがい」「活動を活発にする
ための改善点・大学の支援に期待すること」の２点に焦点をあて、ボランティア活動を継続させる
要因について考察した。 
 まず、修了生は、活動を通して、地域の人々、教員や学生、志を共にする仲間など【他者との出
会い・つながり】の楽しさや新鮮さ、【自己の成長変化】を感じている。この【自身の成長変化】は、
「まめんなかえ師範塾」の講義や「まちの保健室」への参加経験を通じて知識・技術が向上すると
いう意識とともに、【他者との出会い・つながり】が刺激となって自己に対する振り返りがなされ、
【自身の成長変化】を認識することでボランティア活動の「やりがい」を見いだし、そこに「生き
がい」を感じるという段階を経ていると考えられる。また、「まちの保健室」参加者の言葉や表情な
どから、自分が役に立っているという【地域貢献・社会貢献】の実感を得、さらには、「まちの保健
室」で得た経験や知識を、自身の職場や地域といった他の場所で主体的に活用・応用できる点から
「やりがい」を見出している場合があった。 
 また、ボランティア活動を継続的に活発化していくための改善点や大学に支援してほしいことに
ついては、【継続的な研修制度】を望む声が多かった。１期生から７期生までの「まめんなかえ師範
塾」修了直後の修了生アンケートの自由記載欄にも「もっと習熟したい」「取り組みを広げたい」「レ
ベルアップ研修の希望」「知識・技術の向上」「今後も研修希望」という声があったことから、今後
の養成講座において「知識・技術の習得感」と、終了後も継続した「学習意欲の刺激」を行うこと
の重要性が示唆され 1-4）、修了生の「知識・技術の向上」と「活動への継続意識の向上」を期待して
すでにラダーシステムの研修が企画されている。今回の調査でも、修了直後からの継続的な研修制
度が求められていることが明らかとなった。この【継続的な研修制度】の実現は、【活動に参加しや
すいしくみ・環境づくり】にも、【修了生間のコミュニケーションの活性化】にも大きな役割を果た
す。また、先述の【自身の成長変化】にも直接的な効果があり、ボランティア活動の継続意欲の向
上に有効な方法であると考えられる。 
 現段階では、調査対象者が６名であり、質的にも十分な分析には至っていない。参加の動機や目
的、活動頻度も、活動に対する思いも、ひとりひとり異なっている。今回は、全員のインタビュー
の逐語録から「活動のやりがい」「活動を活発化するための改善点や大学の支援に期待すること」の
２点に焦点をあてて整理した段階である。今後さらに質的機能的分析を進め、重要アイテムの再検
討、カテゴリー化を行い、修了生の主体的かつ持続的な活動が実現する要因を明らかにしていきた
い。さらに、本年度末より、定期的なフォローアップ研修と、次年度より修了生の教育システムに
ラダー制度を取り入れることにしている。今後は、この新たな制度の成果もあわせて、分析を進め
ていく必要があると考える。 
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